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日本私立大学協会 

私立大学ガバナンス・コード＜第 2.0版＞ 

「点検結果報告書」 

 

共通様式 

 

① 法人名称 学校法人徳洲会 

② 設置大学名称 湘南鎌倉医療大学 

③ 担当部署 総務部 

④ 問合せ先 0467-38-3100(soumu@sku.ac.jp) 

⑤ 点検結果の確定日 2025年 9月 19日 

⑥ 点検結果の公表日 2025年 10月 1日 

⑦点検結果の掲載先 URL https://www.sku.ac.jp/information/ 

⑧本協会による公表 承諾する 否認する  

 

【備考欄】 

 



2 

 

様式Ⅰ 

 

Ⅰ－Ⅰ．「基本原則」及び「原則」の遵守（実施）状況の点検結果 

基本原則・原則 遵守状況 

基本原則１ 自主性・自律性の確保（特色ある運営） ○ 

原則１－１ 建学の精神等の基本理念に基づく教学運営体制の確立 ○ 

原則１－２ 中期的な計画の策定方針の明確化及び進捗管理 ○ 

基本原則２ 公共性・社会性の確保（社会貢献） ○ 

 原則２－１ 教育研究活動の成果の社会への還元 ○ 

 原則２－２ 多様性への対応 ○ 

基本原則３ 安定性・継続性の確保（学校法人運営の基本） ○ 

 原則３－１ 理事会の構成・運営方針の明確化 ○ 

 原則３－２ 監査機能の強化及び監事機能の実質化 ○ 

 原則３－３ 評議員会の構成・運営方針の明確化 ○ 

 原則３－４ 危機管理体制の確立 ○ 

基本原則４ 透明性・信頼性の確保（情報公開） ○ 

 原則４－１ 教育研究・経営に係る情報公開 ○ 

 

Ⅰ－Ⅱ．遵守（実施）していない「基本原則」の説明 

該当する基本原則 説明 

該当なし  

 

Ⅰ－Ⅲ．遵守（実施）していない「原則」の説明 

該当する原則 説明 

該当なし  
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様式Ⅱ 

 

Ⅱ－Ⅰ．「原則」の遵守（実施）状況の判断に係る「実施項目」の取組状況 

原則１－１ 建学の精神等の基本理念に基づく教学運営体制の確立 

実施項目１－１① 説明 

建学の精神等の基本理

念及び教育目的の明示 

本学の理念、教育目的等は本学のホームページに掲載

して、広く社会に公表している。 

実施項目１－１② 説明 

「卒業認定・学位授与

の方針」、「教育課程編

成・実施の方針」及び

「入学者受入れの方

針」の実質化 

教育目的を実現するために学部・研究科ごとにディプ

ロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッ

ション・ポリシーを定め、教学マネジメントの確立を

図っている。学部においては、自己点検・評価に基づ

き見直しを行い、学修者本位の教育の質向上を図って

いくこととしている。 

実施項目１－１③ 説明 

教学組織の権限と役割

の明確化 

教学組織の権限と役割の明確化は学則により、学長

は、校務をつかさどり、所属職員を統督することとし

ており、副学長は、学長を助け、命を受けて校務つか

さどる。学部長は、学部に関する校務をつかさどるこ

ととしている。 

また、教授会は、学長が次の事項（学生の入学・卒

業、学位の授与、教育課程の編成など）を決定するに

当たり意見を述べることとなっており、これらの権限

と役割は明確になっている。 

実施項目１－１④ 説明 

教職協働体制の確保 各種委員会の委員は教員と職員で構成されており、運

営においても教職協働の体制が確保されている。ま

た、理事会及び評議員会に付議する事項等を審議する

幹部会は理事長、学長、業務執行理事、学部長、研究

科長等に加え事務局長はじめ各部長等事務局職員で構

成され、大学運営に関わる重要事項の審議に参画して

いる。 

実施項目１－１⑤ 説明 

教職員の資質向上に係

る取組みの基本方針・

年次計画の策定及び推

進 

本学の人材育成方針に沿って、教育・研究・社会貢

献・運営別に求める能力を定義し、目標達成のために

教職員を対象に行われる研修型のプログラムを FD・SD

マップとして策定し、これに基づき毎年度研修を企画

実施し、教職員の資質向上を図っている。 

原則１－２ 中期的な計画の策定方針の明確化及び進捗管理 

実施項目１－２① 説明 

中期的な計画の策定方

針の明確化及び具体性

学校法人徳洲会の 3つのビジョンの推進を基本戦略とし

て、中期ビジョン、重点項目、アクションプランごと
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のある計画の策定 に 2025年から 5年間の中期事業計画を策定している。 

実施項目１－２② 説明 

計画実現のための進捗

管理 

進捗状況については、各委員会等で毎年度末に達成状

況を確認のうえ、理事会等関係会議を経て、事業報告

書として取りまとめ、大学ホームページに掲載し公表

している。 

原則２－１ 教育研究活動の成果の社会への還元 

実施項目２－１① 説明 

社会の要請に応える人

材の育成 

建学の理念、教育目的等に基づき、多様化に対応でき

る高度な知識・技術を身につけた人材を育成し、看護

師・保健師として地域へ輩出している。 

実施項目２－１② 説明 

社会貢献・地域連携の

推進 

「知の拠点」として、市民向けの「公開講座」の開

催、地域住民と教職員、学生が交流する「みんなの保

健室」の開催、神奈川県との協定に基づく「高校への

出張授業」、学生のボランティア活動等社会貢献・地域

連携を推進している。 

 

原則２－２ 多様性への対応 

実施項目２－２① 説明 

多様性を受容する体制

の充実 

本学は医療系大学であり、多機能トイレ、ストレッチ

ャーの搬送も考慮したエレベータを設置している。ま

た、こころのケアは学生相談室が担っている。 

実施項目２－２② 説明 

役員等への女性登用の

配慮 

理事 7名中 2名、評議員 8名中 3名の女性を登用してい

る。 

原則３－１ 理事会の構成・運営方針の明確化 

実施項目３－１① 説明 

理事の人材確保方針の

明確化及び選任過程の

透明性の確保 

令和７年 4月 1日施行の「寄附行為」で、理事選任のた

めの選任機関を設置するとともに、選任方法、資格・

構成を明記し、人材確保方針の明確化及び選任過程の

透明性を確保している。 

実施項目３－１② 説明 

理事会運営の透明性の

確保及び評議員会との

協働体制の確立 

理事会は本法人の業務を決し、理事の職務の執行を監

督することとしている。理事長及び業務執行理事は、3

月に 1回以上、自己の業務の執行上状況を理事会に報告

することとしており、結果については議事録を作成

し、透明性の高い運営を行っている。また、法人業務
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等重要事項については評議員の意見等を尊重すること

としており、協働体制を確立している。 

実施項目３－１③ 説明 

理事への情報提供・研

修機会の充実 

理事会等において大学に関わる様々な情報提供、時宜

に応じた研修を実施している。 

原則３－２ 監査機能の強化及び監事機能の実質化 

実施項目３－２① 説明 

監事及び会計監査人の

選任基準の明確化及び

選任過程の透明性の確

保 

令和７年 4月 1日施行の「寄附行為」で、監事の資格及

び選任方法を明記し、理事会が提案した候補者の中か

ら、評議員会の決議により選任している。会計監査人

も同様な方法で選任し、共に選任過程は透明性を確保

している。 

実施項目３－２② 説明 

監事、会計監査人及び

内部監査室等の連携 

本学の内部監査規程で、内部監査室長等は内部監査の

実施により監事及び会計監査法人による監査の補完を

行うとともに、監事及び会計監査人と連携、協力し

て、法人の監査の効率的な実施に努めなければならな

いとしている。この規程に基づき毎年度三様監査を実

施し、監事監査計画書、内部監査報告書等を報告する

など連携して監査機能を実質化している。 

実施項目３－２③ 説明 

監事への情報提供・研

修機会の充実 

理事会等において大学に関わる様々な情報提供を行っ

ている。また、理事会における研修参加とともに文科

省主催の学校法人研修会の案内等を行っている。 

原則３－３ 評議員会の構成・運営方針の明確化 

実施項目３－３① 説明 

評議員の選任方法や属

性・構成割合について

の考え方の明確化及び

選任過程の透明性の確

保 

令和７年 4月 1日施行の「寄附行為」で、評議員の選任

方法、資格、構成、職務等を明記し、選任過程は透明

性を確保している。 

実施項目３－３② 説明 

評議員会運営の透明性

の確保及び理事会との

協働体制の確立 

評議員会の招集や議決事項は、事前に理事会の承認を

得て通知している。諮問機関として監視・牽制する立

場から、理事会における業務執行状況、事業計画、予

算案、決算報告等の事項について報告を受け、重要事

項の決定を行う際は、決議又は意見を述べることとし

ており、協働体制は確立されている。 

実施項目３－３③ 説明 

評議員への情報提供・ 評議員会等において、大学の様々な情報提供、情報共有
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研修機会の充実 を図っている。 

原則３－４ 危機管理体制の確立 

実施項目３－４① 説明 

危機管理マニュアルの

整備及び事業継続計画

の策定・活用 

学校法人徳洲会危機管理規則を整備し、火災・災害、

事件・事故等に対応するマニュアルを備え、教育・研

究に支障がないよう対応しており、現在、事業継続計

画の策定を進めている。 

実施項目３－４② 説明 

法令等遵守のための体

制整備 

 学校法人徳洲会内部統制システム整備の基本方針の制

定、学校法人徳洲会コンプライアンス推進規程の整備

とともに教職員と学生の行動規範を定め、法人の適正

かつ公正な業務運営の確保及び社会的信頼の獲得と向

上に資することとしている。 

原則４－１ 教育研究・経営に係る情報公開 

実施項目４－１① 説明 

情報公開推進のための

方針の策定 

社会に対する説明責任等を果たすため、法令に則った

情報の公開を推進している。 

実施項目４－１② 説明 

ステークホルダーへの

理解促進のための公開

の工夫 

大学のホームページの利用を中心として、検索方法、

内容の分かりやすさを工夫し、本学の活動状況が広範

なステークホルダーに届くよう努めている。 

Ⅱ－Ⅱ．「実施項目」に記載の内容とは異なる独自の方法により、「原則」を遵守し

ていると判断した場合の取組内容 

該当する原則 説明 

  

 


